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特集 

DXや脱炭素社会など、激しい変化が企業を襲う。
だが、そんな乱世を乗り越える人材が社内にどれだけいるだろうか。
IT人材を筆頭に、企業は慢性的な人手不足に苦しんでいる。
働く人たちも自身の将来価値に不安を覚える。
この問題の解決法の一つが、海外企業も熱心に取り組む「リスキリング」だ。
これから求められる技能を習得してもらい、新たな武器で混迷の社会に挑む。
リスキリングで再成長を狙うのか、あるいは衰退の道を選ぶのか。
あなたの会社の未来がかかっている。
（大西 綾、原 隆、白壁 達久、石井 大智、ニューヨーク支局 池松 由香）
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リスキリングで成長再び

リスキリングとは ？
企業が社員を再教育して、今後必要となる仕事上の
スキルや技術を身につけさせること。あるいは個人
が新たな職業に就くために必要なスキルや知識を
獲得する取り組みを指す。DX（デジタルトランスフォ
ーメーション）に対応すべく、営業職がデータ解析
のスキルを身につけるなど主に IT分野の技能習得
に用いられることが多い。本特集ではITに限らず、
デザイン思考なども含めて用いている。

アップスキリング、リカレント教育、
OJT（職場内訓練）との違いは ？
リスキリングに対し、アップスキリングは既存の組織、既
存の業務を前提として現在の業務をより良くしていくた
めのスキル習得を指す。リカレント教育は「働く→学ぶ
→働く」のサイクルを回し、学ぶために「職を離れる」こ
とが前提になっている点がリスキリングと異なる。OJT

は現在社内で進められている業務を体験し、その流れ
ややり方を社員に理解してもらう手法を指す。


